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各
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計
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認

各
会
計
決
算
を
認
定定

平
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年
度

３０

　

平
成　

年
度
各
会
計
決
算
の
認
定
議
案
は
、
９
月
定
例

３０

会
最
終
日
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
そ
の
後
こ
れ
ら
の
議

案
を
審
査
す
る
た
め
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
各
決

算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
３
日
間
、
特

１０

１５

１７

別
会
計
は　

月　

日
に
審
査
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、
い

１０

１８

ず
れ
の
会
計
も
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
　

月
定
例
会
初
日
の
本
会
議
で
は
、
小
野
高
一
一
般
会

１２
計
決
算
特
別
委
員
長
と
山
岸
真
知
子
特
別
会
計
決
算
特
別

委
員
長
か
ら
審
査
報
告
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
一
般

会
計
は
賛
成
多
数
で
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
、

下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
全
会
一
致
で
そ
れ
ぞ
れ
認
定
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
本
会
議
で
の
一
般
会
計
決
算
に
対
す
る
各
会
派

の
討
論
の
要
旨
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

平成３０年度決算総括表
単位：円

差　引　額歳出決算額歳入決算額

１,９９５,３０６,９２５６４,３１５,１８２,２０８６６,３１０,４８９,１３３一　般　会　計

１５９,５９３,９６３１７,２０５,２３３,５０５１７,３６４,８２７,４６８国民健康保険事業

特
別
会
計

２６,９５９,５７６４,２０５,９６３,２２５４,２３２,９２２,８０１後期高齢者医療

２４２,２３４,９２６１２,６６５,５０２,６４３１２,９０７,７３７,５６９介 護 保 険 事 業

４４０,２７８,３４５３,３９０,１９１,３７５３,８３０,４６９,７２０下 水 道 事 業

２,８６４,３７３,７３５１０１,７８２,０７２,９５６１０４,６４６,４４６,６９１合　　　計

日程、開会時刻等は変更や追加になる場合もありますので、事前に議会事務局までお問い合わせください。

　

主
な
賛
成
理
由
を
以
下
に
述

べ
る
。
臼
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

の
整
備
が
大
き
く
進
ん
だ
こ
と

や
小
学
校
通
学
路
へ
の
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
が
完
了
し
た
こ
と

な
ど
は
評
価
す
る
。
渦
子
育
て

支
援
策
と
し
て
認
可
外
保
育
園

に
対
す
る
補
助
の
拡
大
等
は
評

価
す
る
。
嘘
こ
だ
い
ら
健
康
ポ

イ
ン
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
、
魅
力

あ
る
事
業
に
広
が
る
こ
と
を
期

待
す
る
。
な
お
、 
オ 
リ
ン
ピ
ッ

※

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
基
金

は
廃
止
し
教
育
と
連
携
し
た
事
業

と
す
る
べ
き
で
あ
る
。
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
た
め
職
員
の
適
正
配

置
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
家
庭

ご
み
有
料
化
等
の
市
民
合
意
等
を

得
る
た
め
市
長
が
も
っ
と
行
動
す

る
べ
き
で
あ
っ
た
。
防
災
に
つ
い

て
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
備
え
長
期

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
立
っ
た
政
策
を

進
め
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。
以

上
を
申
し
述
べ
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

賛
成
の
理
由
を
以
下
に
述
べ

る
。
臼
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
な
ど
防
災
機
能
の
向
上

等
を
評
価
す
る
が
、
福
祉
避
難

所
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
後
回
し
に
な

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
課
題
で

あ
る
。
渦
家
庭
ご
み
有
料
化
等

へ
の
移
行
に
当
た
り
市
民
の
疑

問
に
答
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
を

高
く
評
価
す
る
が
、
ご
み
袋
料

金
の
見
直
し
等
の
早
期
実
施
が

必
要
で
あ
る
。
嘘
待
機
児
童
解

消
の
た
め
、
小
規
模
保
育
施
設
の

開
設
等
を
評
価
す
る
が
、
保
育
の

質
の
向
上
を
主
軸
と
し
た
保
育
行

政
を
強
く
要
望
す
る
。
唄
学
校
教

育
現
場
に
お
い
て
、
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
な
ど
を
導
入
し

た
こ
と
を
評
価
す
る
が
、
教
員
の

働
き
や
す
い
環
境
の
た
め
に
意
識

改
革
が
必
要
で
あ
る
。
欝
Ａ
Ｉ
、

Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
に
力
を
入
れ
て
い

く
と
の
答
弁
に
期
待
を
持
っ
て
大

い
に
評
価
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

賛
成
の
理
由
を
以
下
に
述
べ
る
。
臼

保
育
園
開
設
等
に
よ
り
子
育
て
応
援
施

策
が
図
ら
れ
た
。
渦
人
間
ド
ッ
ク
等
の

利
用
費
補
助
を
行
い
健
康
の
保
持
増
進

を
行
っ
た
。
嘘
小
学
校
の
増
設
設
計
や

作
業
療
法
士
の
巡
回
相
談
回
数
を
ふ
や

す
な
ど
教
育
環
境
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。

唄
南
西
部
地
域
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク

シ
ー
実
証
実
験
運
行
が
２
ル
ー
ト
行
わ

れ
る
な
ど
、
一
定
の
前
進
が
図
ら
れ
た
。

欝
平
和
学
習
事
業
等
さ
ま
ざ
ま
な
非
核

平
和
事
業
が
継
続
さ
れ
た
。
な
お
、
家

庭
ご
み
有
料
化
等
は
指
定
ご
み
袋
の
料

金
引
き
下
げ
な
ど
対
策
を
講
じ
る
べ
き

で
あ
る
。
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

よ
る
再
配
置
計
画
等
は
、
絶
え
ず
市
民

参
加
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
。
公
立
保

育
園
の
廃
園
方
針
は
、
自
治
基
本
条
例

に
基
づ
き
説
明
会
の
開
催
を
求
め
る
。

以
上
を
申
し
述
べ
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

財
政
の
健
全
運
営
を
図
り
な
が
ら
安

心
安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
堅
実
に
事
業

を
展
開
し
て
い
る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

な
お
、
臼
市
民
協
働
は
、
市
民
と
対
等

な
立
場
で
課
題
に
取
り
組
む
よ
う
要
望

す
る
。
渦
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
市
民

と
の
情
報
共
有
や
市
民
同
士
が
議
論
で

き
る
場
を
ふ
や
す
こ
と
を
要
望
す
る
。

嘘
公
文
書
管
理
条
例
制
定
へ
の
具
体
的

検
討
に
入
る
こ
と
は
大
い
に
評
価
し
、

未
来
に
生
か
せ
る
条
例
を
望
む
。
唄
自

主
避
難
所
開
設
の
際
の
基
準
等
、
想
定

外
を
つ
く
ら
な
い
取
り
組
み
を
求
め
る
。

欝
緑
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
き
、

長
期
的
な
緑
の
保
全
を
要
望
す
る
。
蔚

家
庭
ご
み
有
料
化
等
は
、
丁
寧
に
説
明

し
て
き
た
こ
と
は
評
価
す
る
が
課
題
の

検
討
を
強
く
要
望
す
る
。
鰻
子
ど
も
の

権
利
の
理
念
を
市
政
に
反
映
す
る
努
力

を
求
め
る
。
以
上
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

小
学
校
給
食
で
の
小
平
産
野
菜
の
購

入
費
用
５
分
の
１
補
助
や
、
生
活
困
難

者
へ
の
住
居
確
保
給
付
金
等
の
事
業
は

評
価
で
き
る
が
、
以
下
の
理
由
に
よ
り

反
対
す
る
。
臼
小
川
駅
西
口
地
区
市
街

地
再
開
発
準
備
組
合
に
対
し
、
正
式
な

組
合
が
で
き
る
前
の
段
階
で
１
億
５
千

５
百
万
円
も
の
補
助
金
が
出
さ
れ
る
こ

と
に
大
き
な
違
和
感
を
感
じ
る
。
渦
小

平
駅
北
口
地
区
市
街
地
再
開
発
準
備
組

合
へ
の
補
助
金
は
、
再
開
発
反
対
の
声

が
あ
る
中
、
市
民
の
意
見
を
十
分
に
取

り
入
れ
ず
に
再
開
発
を
推
し
進
め
る
こ

と
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
嘘
市
が

都
市
計
画
道
路
の
用
地
と
す
る
た
め
に

生
産
緑
地
を
買
い
取
る
な
ど
、
小
平
に

緑
地
を
残
そ
う
と
い
う
姿
勢
が
見
ら
れ

な
い
。
緑
化
基
金
を
も
っ
と
拡
充
し
、

緑
地
を
残
す
た
め
に
活
用
す
る
べ
き
で

あ
る
。
以
上
、
反
対
討
論
と
す
る
。

　

反
対
の
理
由
を
以
下
に
述
べ

る
。
臼
ふ
る
さ
と
納
税
の
流
出

額
が
約
２
億
７
千
４
百
万
円
に

達
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
寄

附
金
獲
得
へ
の
工
夫
が
見
ら
れ

な
い
な
ど
財
源
確
保
へ
の
取
り

組
み
が
不
十
分
で
あ
る
。
渦
約

３
万
人
の
年
間
利
用
者
が
い
る

花
小
金
井
武
道
館
の
廃
止
は
、

市
の
示
す
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
方
針
と
矛
盾
し
て
い
る
。

嘘
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
関
し
て
機
運
醸
成
を
積

極
的
に
行
っ
た
足
跡
が
見
ら
れ
な

い
。
唄
す
だ
ち
事
業
に
よ
る
就
労

者
数
が
不
明
で
あ
る
な
ど
、
成
果

な
し
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

欝
職
員
の
残
業
時
間
の
削
減
施
策

に
つ
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
検
討
が

全
く
な
く
、
改
革
の
姿
勢
が
見
ら

れ
な
い
。
蔚
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
意
義

等
を
認
識
し
て
い
る
と
思
え
な
い

非
常
に
消
極
的
な
姿
勢
で
あ
る
。

以
上
、
反
対
討
論
と
す
る
。

（要旨）
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反
対
の
理
由
を
以
下
に
述
べ
る
。
臼

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
国
民
平
和
大
行

進
に
対
す
る
議
長
交
際
費
か
ら
の
支
出

を
今
年
度
や
め
た
こ
と
は
評
価
す
る
が
、

市
長
交
際
費
か
ら
も
支
出
が
あ
り
、
公

正
・
公
平
の
観
点
か
ら
不
適
切
で
あ
る
。

渦
経
常
収
支
比
率
が　

・
７
％
で
依
然

９２

高
ど
ま
り
だ
が
補
助
金
改
革
等
の
改
善

努
力
が
足
り
な
い
。
嘘
無
計
画
な
保
育

園
の
新
設
は
将
来
へ
の
負
担
と
な
る
。

唄
す
だ
ち
事
業
は
大
き
な
成
果
が
見
ら

れ
な
い
。
事
業
全
体
が
目
標
達
成
さ
れ

た
か
重
視
さ
れ
な
い
仕
組
み
の
た
め
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
改
善
の
必
要
が
あ
る
。
欝　

年
５０

後
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
場
当
た
り
的
市

政
運
営
で
あ
る
。
蔚 
オ 
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

※

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
基
金
は
廃
止
す

べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
会
派
内
に
は
同

意
見
で
は
あ
る
が
賛
成
す
る
者
も
い
る

こ
と
を
申
し
添
え
、
反
対
討
論
と
す
る
。

政 和 会
財源確保への取り組みが不十分な点や消極的な市政運営を指摘

反対市 議 会 公 明 党
防災・防犯対策や子育て支援策等が進んだことを評価

賛成フォーラム小平
防災機能の向上や待機児童解消のための事業等を評価

賛成

一人会派の会
場当たり的な市政運営となっている点などを指摘

反対日本共産党小平市議団
子育て支援、健康増進、教育環境の充実などを評価

賛成生活者ネットワーク
市民の安心安全な暮らしのための堅実な事業展開を評価

賛成まちづくり市民こだいら
緑を残そうという姿勢が見られない点などを指摘

反対

各各
会会
派派
のの
討討
論論

各
会
派

各
会
派
のの
討討
論論

※小平市東京オリンピック・パラリンピック子ども夢・未来基金

議会を傍
聴

しません
か？ 市市市市市市市市市市市市市市市市議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会のののののののののののののののの日日日日日日日日日日日日日日日日市議会の日程程程程程程程程程程程程程程程程程（（（（（（（（（（（（（（（（予予予予予予予予予予予予予予予予定定定定定定定定定定定定定定定定））））））））））））））））（予定）

今後の

市役所7階
場　　所
原則として午前9時
開会時刻

傍聴される方は、
議会事務局へ
お越しください。

1月31日（金）総務委員会
2月　3日（月）生活文教委員会
2月　4日（火）厚生委員会（※1）
2月　5日（水）環境建設委員会（※1）
2月　6日（木）全員協議会
2月　7日（金）請願・陳情締め切り（午前中）（※2）
2月18日（火）議会運営委員会（※3）
2月21日（金）3月定例会本会議（初日）
2月25日（火）3月定例会本会議（代表質問）
2月26日（水）3月定例会本会議（一般質問）
2月27日（木）3月定例会本会議（一般質問）

2月28日（金）3月定例会本会議（一般質問）
3月　3日（火）予算特別委員会（一般会計）
3月　4日（水）予算特別委員会（一般会計）
3月　5日（木）予算特別委員会（一般会計）
3月　6日（金）予算特別委員会（特別会計・下水道事業会計）
3月10日（火）総務委員会
3月11日（水）生活文教委員会
3月12日（木）厚生委員会
 請願・陳情締め切り（午前中）（※4）
3月13日（金）環境建設委員会
3月16日（月）広聴広報特別委員会

3月23日（月）議会運営委員会（※3）
3月26日（木）3月定例会本会議（最終日）
 広聴広報特別委員会（※3）
4月14日（火）広聴広報特別委員会
（※１）当日は現地視察を予定しています。委員会の再

開時間等につきましては、議会事務局にお問い
合わせください。

（※２）３月定例会初日上程の受け付け期限です。
（※３）開会時刻については、議会事務局にお問い合わ

せください。
（※４）３月定例会最終日上程の受け付け期限です。


